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様式 4

〔個人テーマ研 究のまとめ〕

鹿児 島 県立古仁 屋 高 等 学 校 氏名 宇 都 慎 一朗

1 研 究 主題

生徒の心 理状態を捉え 》 協働的に支援する定期教育相談システムに関する

実証 的研 究

2 研 究の ね らい

定期教育相談は， ほとんどの学校にお いて年間計画に基づいて定期的 に行

われる教育相談活動の 1 つである。 定期教育相談の特性としては 時 間 や 場

所 が確保 でき る， 互 い に面談 に備 えて の心 の準備 や 相 談内 容 を 予 め 考 え るこ

とが で き る 話 した内 容 の 秘密 を生徒と 教 師間 で共 有 す る こ と が でき る と い

ったことが 考 えられ ， 授 業や クラス活動以外 の時間 か ら教 師 が生徒 理解 を深

めることができる重要な機会に成りえる。 しかし

て い る た め に

て しま っ た り

，

，

, 実 際 は ， 時 間 が 制 限 さ れ

生徒が悩 みや問題 を打ち.明けることが できず に面談が終 わっ

問題 が 明 ら かになっ たと しても相 談 され た教 師 が どのよ
－

フ に

対 応 した らよ い の か の 分 か らず に抱 え 込 ん で しま っ た り と い っ た こ と が 起 こ

り得 る

現在

。

教育相 談活動 に求 められていること は ， 行 動 と し て 表 面 化 はし て い

ないものの心の葛藤を抱えている生徒を 支援 したり

自己実 現 に向 けて進 ん で いく ことが できるよ

され て お り 、 ま た ， 教育相 談の体制としては

－

フ

， す べて の 生徒 が 自 らの

に支援 したりす ることが指摘

一部の教師が相 談内容 を保有

しておく の で はなく 組 織 的 ・包括 的な観 点 か ら取り 組 ま れ る べき で ある と い

－

つ 考 えが広 がり つ つ ある 。 ，

そこで肌 本研 究では， 生徒理解の充実度 を高められ る定期 教育相 談 の シス

テムを探求 し， 効 率的 かつ効 果的な相 談活動となる た め にお いて 欠 かせ ない

チーム援助の組織化に着眼点を置いて， 以下 7 項目の検討をする。

（1 ） 定期教育相談システムの検討

（2 ） 定期教育相談用事前調査尺度の作成 ．

（3 ） 面談用 生徒個 人カ ル テ・職員研修用 資料 の作成

（4 ） 定期教育相談事後調査の検討

（5 ） 事 例研 究 の在 り 方

（6 ） 協働 的 生徒支援 体 制 の 考察

（7 ） 定期教 育相 談の課題



報 告

シス テ ム 化 に あたり， 以 下の点につい て 留意 した。

① 定期 教 育相 談用 事 前調 査 を実施 し， 本校 生 の 全 体 の傾 向 を 分 析 する．とと

もに，“気 に なる，, 生徒 のスクリ ー ニ ング を行 な う。
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定期相談事後調査

定期相談用 事前調 査 尺度
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※支援カ ル テ を 作成

※学 年 会・教 育 相 談 係・特 別 支 援 教

育委員'会・不 登 校 対策 委 員 会 等 で

対応 を検 討

※専門機 関との 連 携 〔教育相 談係〕

" 気 にな る” 生徒 の特 別 支援・指・職員会議〔報告・対応の検討〕

・職員研 修〔事例研究〕

・保護者 面談等



②“気 になる，，生徒 につ いては特別支援・指 導の 対象者 と して個 に応 じた支

援策を 検 討する。 場合 によって は， 専門機 関とタイ ア ッ プし て 取り組ん

だ対応 を行う.。

③定期 教育相 談後， 事後調 査 〔職員〕 を 実施 し改 善点 を検 討す る。

（2 ） 定期 教育相 談用 事前調査尺度の 作成

内的 ある い は外 的に生徒が抱いているもの ば 「リソ ー ス」 と 呼 ばれ， 内

的リソ ース と して は能力 や興味関心のあるこ とな ど， 外 的 リソース と して

は家族， 友 達， 愛用 のものな どがある。

定期 教育相 談にお いて， 教師が意識 して 生徒 の抱 い て い るリ ソース につ

いて相 談すること は，生徒の意 欲を引き出す こと が期 待 でき る効 果的な定

期教育相 談を進 めることになる。 そ こで， 定期 教 育相 談を実施 する前 にリ

ソース を見付 け る目的 において事前調査の質 問紙 を 準備 した。

本校 の定期 教育相 談 は，例 年，2 回企 画 して おりヅ第 1 回 目 は 5 月 中旬，

第 2 回目 は 1 1 月 中旬の時期 に実施 して いる。 事 前調 査 尺度 は， 心理 測定

尺度集等 を参 考 に， 生徒の状況を勘案 しなが らそ れ ぞれ 作 成 した。、

〔資料①②〕

新学年がスタ ー トして 1 ヶ月 少 しである時期 を考 え，、学校生活に適応で

きて いる か， 精神 的 に落ち着 いている かを調 査 目 的 と し，「自 己肯 定意識

尺度 （平石 1 9 9 0 ) 」と 特別支援 教育に関す る 「自己評価 尺度」 の 2 部構成

による質問項目で構成 した。

・調査 日 1 年: 5 月 1 8 日 （火） 6 校時 2 ．3 年: 5 月 1 1 日 （火） 6 校 時

・自 己肯 定意識尺度

青年期における自 己肯定意 識の発達のあり方を検 討す るた めに作 成され

たもので， 項目の内容は青年期特有の心性 を反 映させ たもの になってい

る。 尺度は， 対自己領域 〔下位成分：自 己受容，自 己実現 態度， 充実感〕

と対他者領域 〔下位成分：自 己閉鎖性・人間不信， 自 己表明・対人的積極

性， 被評価意識・対人緊張〕 から構成される。

．特別支援 教育に関する自己評価尺度

L D・A D H D・高機 能自閉症をまとめて発達障害と いい，全国に6 ．3 ％（2 0

人クラス で 2 人以下） いるといわれる。 知 的発達 の遅 れ を伴 わない軽度

発達障害 に は「書く」「読む」「記憶する」「計算 する」 な ど， 学校の学習

活動の基本的なスキルが極端に苦手に しているケース が ある。 自 己評価

尺度 では, 学習面・対人関係 面・行動‘面において“困り感”をもって いない

かを回答する質問項目となっており，個 に応 じた支援・指 導に活用 す るね

らいがある。

1 回 目 定期 教育相談用 事前調査尺
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自己肯定意識 尺度：教育相 談用カルテ （個 人 データー覧表）〔資 料⑪〕

職員研修用 資料：学年・学校分析データ 〔資 料⑫〕

職員研修用 資料：選択項目・記述回答集計結果 〔資料⑬⑭⑮ 〕

（4 ） 定期 教育相 談事後調 査の検討

定期相談期 間の終了後に， 事後調査用紙 〔資料⑯〕 を配付 し， 深刻 な相

談内容や気が かりな生徒のケース，相談を終 えて全 体的 に気 づ かれ た こと，

改善・検討 して ほ しいことな どについて報告 してもらい，多く の職 員 が生徒

情報を共有化 して全職 員による支援策を検討 できる よう に した。

（5 ） 事例研 究の在 り方

日常の学校生活の様子や定期教育相談で発 覚 した注意 を要す る生徒 につ

い ては，全職員で情 報を交換 したり 対応策を検討 したりする“事 例 検 討会' ，

を企画 して実施 した。 第 1 回の事例検討会について は，“事例検 討会 の進

め方，，と 事例検討会用 の記録用紙を準備 し〔資料⑰⑱〕，イ ンシデ ン トプロ

2 回 目 定期 教育相談用事前調査尺 〔資 料③④⑤〕

2 回目の 定期 教育相 談 が 2 学期中期に 実施 され る こと か ら， 事前調 査は

学校生活が充 実 して いる か， 対人関係 に悩 みを抱 いて い な い かを把握 する

ことを ね らいと し， 質 問紙 は 「学校生活満足度 尺 度 （河村 1 9 9 1）」 と， 学

習・進 路・人間関係 ・家 族の各分野において 3 ～6 項 目の 中 か ら最 も気に

なって いること を選 択 して具体的な内容を記述回 答す る内 容 で構 成 した。

・調査 日 全学年皿 0 月 2 6 日 （火） ～2 9 日 （金） の 期 間

・学校 生活満 足度 尺度

高校 生 が自 分 の 存 在 や 行 動 が級 友 や 教 師 か ら承 認 さ れ て い る か 否 かを

示す “承認 得点' ，と， 不適応感や い じめ． 冷や か しな どを受 けて いるか

を示す “被侵 害 b 不適応 得点' ，の 2 つの 得 点 から， 高校 生の 学校 生活に

おける満 足感 を はかり、 それ ぞれの得点 を全 国平均値 と比較 して 4 つの

群に分類 する。

（3 ） 面談用 生徒個 人カ ル テ・職員研修用 資料の作成

事前調査尺度 の回答 を個人・学年・学校 で分析 し， 個 人 デー タ は定期 教

育相 談時のリソー ス と して活用 できるよう に 「教 育相 談カ ルテ」 と して学

級担任 にファイ ル化 して配付 し， 学年や 学校 のデー タ は本 校 生 の傾 向や 特

徴， 課題 を検 討 す る職 員研修 資料として作成 した。

●

1 回 目 定期 教 育相 談用 事前調 査尺度 分析 結 果●

自己肯定意識尺度：教育相談用カルテ （個人デー タ）〔資料⑥⑦〕

職員研修用資料：学年・学校分析データ 〔資料⑧⑨〕

特別支援教育に関する自己評価尺度：職員研修用 資料 〔資料⑩〕

国 三 定 期 教 ＝ 相 談 用 月'11 ， i ・ガ 析 置
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セスに基づいた会の進行や留意点等について説明 を して から実施 した。

（6 ） 協働的生徒支援 体制の考察

学級担任や教育相談係のみが， 定期教育相談等で発覚 した注意 を要 する

生徒へ意識 を高めたと しても， 組織 としての取組 は困難 である。 そ のため

には， 担任や特定の教員が個別支援を行うよりも複 数の教員が支援 を行う

ティー ム・テイ ーチ ングのような形態による協働 的 な生徒支援 体制 を構築

することが望まれる。 こ の場合， 指導・支援 の内容， 方法等の情 報 を複 数

の教員 が 共 有す る機 会 を設 ける こと や シス テ ム を構 成 す る こと が 不 可欠

となる。 校内における連携のために共通理解を図り， 指導・支援の方策 を

検討する場が 生徒指導係会 や学年会，（5 ） でまと め た 事例検 討 会 と な る。

定期教育相 談における協働 的生徒支援体制の構築 に求 められること は，

①定期 教育相談事前調査の分析報告や定期 教育相 談後 の情報交換， ② 注意

を要する生徒の学校内外での多面的な情報交換と共通 理解， ③ これま での

生徒の指導内.容・支援 方法の経過報告， ④今後の 教員個々 のノ ウハ ウを活

用した支援策の協議な どが考察される。④について は，管理職，学級担 任，

教育相 談係） 養護 教諭， 所属学年の教員， 部活動顧 問等， 校 内の様々 な職

員が具体的な事例 を基 に情報を交換すること により， 有効 な指 導・支援の

方法を教員が共有することが 可能となり， ま た， 生徒 の事例 を検討す るプ

ロセ スによって個々の 教員の指導・支援の幅を広 げる こと にもなると 考え

られる。本研 究にお ける 定期 教育相談シス テムでは，以 上のこと を留意 し，

協働的生徒支援体制に基 づいた定期教育相談 を目標 に取り組 ん だ。

（7 ）定期 教育相 談の課題

本研 究では， 生徒理解の充実度を高められる定期 教育相 談の システ ムを

探求す る目的 において， 効 率的かつ効果的な相談活動 に不 可欠 となる チー

ム援助 の組織化に着眼点を置いて取り組んでみた。 約 1 年間の取り組 みを

振り返り， 課題 点として捉 えている点は， ① 教育相 談事後 シー トの回収率

の向上， ② 教育相談実施後 の “気になる' ，生徒のスクリ ーニ ングの システ

ム， ③事例検討会 にお ける意見交換の活性化 の 3 点 である。

①．②の対策に関 して は， 教育面談を実施 した職員 に報告書の提 出 を単

に求めるのではなく， 教育相談係が直接回収に回っ て， そ の際に， 報告書

の内容や紙上にまとめていない生徒情報についての確認 をすることが 1 つ

の案として 考えられる。 ③については，イ可でも気 軽 に相 談 し合 える会 のあ

り方や進 行 方 法の 工夫， 参加者 の 「私な らこうす る。」 と いっ た基 本 的な

姿勢・意識作り， そ して， 指導・支援の方法や方向を再評価する意 味にお

いても， 事例検討会を企 画する タイ ミングな どが考 えられる。
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4 研 究のまとめ

心理測定尺度 を用 いた 定期 教育相談事前調 査を実施し た こと に より， 生徒

の内面的リソースや 最も悩 んでいる 具体的な内容 な どを ある 程度把握 す るこ

とが でき， 本研 究のテーマ である生徒の心理状 態を重視 した 定期教 育相 談を

行 うこと ができ たと 振り返る 。し か し，協働 的 に支援 す る 定期 教育相 談 シス

テムの効率化 につ いては， 教育相 談に関する研 修 と実 践， そ して， よ り 高度

な専門性 を習 得 して いく 経験を積 まなけれ ばならな い必要性 を感 じた。ま た，

本研究の報告 書 において は，具体的な生徒支援 につ いて はま と めな かっ た が，

生徒支援の段 階にお いて は， 教師個 人の対応 だけでなく， 校 内 や校 外 での連

携も必要 になっ てく る こと から， どのような 生徒支援 の連携 体制 の あり 方が

望ま しいのかを探求する 必要性 も実感 した。

最ﾎ後に， 本研 究の 取り組 みが， 本校の定期 教育相 談 の効 率化 に どの ような

影響を与え， ま た， 教 師のチーム援助 の組織化 に どの 程度 寄与 す ること がで

きたの かは読 み取れ ないところが あるが，私自身 と して は，更 に研修 を積 み，

教師と生徒への支援 につながる努力 をして いきた いと 思う。

5 参考文献

堀 洋道：心理測 定尺度集 I ， サイ エ ンス社，2 0 0 5

堀 洋 道：心理測 定尺度集 Ⅲ， サイ エ ンス社，2 0 0 5

鹿児島県教育委員 会：高等 学校にお ける特別 支援 教育の推進 ～一 人一 人 の生

徒が自信 を持 って学ぶた めに～ 2 0 1 0
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第1回 定期教育相談事前調査 一 年 一 組 一 番 氏名

・学校生活での目標がはっきりしていますか。今，あなたが感じていることを先生に相談してみましょう。
・第1回教育相談期間は，5 月2 4 日（月）から3 1日（月）です。時間は放課後になります。
・相談場所，相談担当者は各クラスの担任（副担任）の先生から指示があります。

'それぞれの項目をよく読んで,現在の自分にとって最もふさわしいそう思うどちらかというと認 需雲離離そう思わないところの番号にO印をつけてください。 そう思う
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資料①

1 自分なりの個性を大切にしている。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

2 私には私なりの人生があってもいいと思う。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

3 自 分の良いところも悪いところもありのままに翌めることができる。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

4 自分の個性を素直に受け入れている。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

5 自分の夢をかなえようと意欲に燃えている。 5 4 － 3 － 2 － 1

6 情熱をもって何かに取り組んでいる。 5 － 4 － 3 2 ． － 1

7 前向きの姿勢で物事に取り組んでいる。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

8 自分の良い面を一生懸命伸ばそうとしている。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

9 張り合いがあり, やる気が出ている。 5 － 4 － 3 － ‘2 － 1

10 本当に自分のやりたいことが何なのか分からない。 1 － 2 － 3 － 4 － 5

11 自分には目標というものがない。 1 － 2 － 3 － 4 － 5

12 生活がすごく楽しいと感じる。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

13 わだかまりがなく, ｽ ｶ ﾂ としている。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

14 充実感を感じる。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

15 精神的に楽な気分である。 、 5 － 4 － 3 － 2 － 1
ク

ゥ

16 自分の好きなことがやれていると思える。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

17 自分はのびのびと生きていると感じる。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

18 満足感がもてない。 1 － 2 － 3 － 4 － 5

19 こころから楽しいと思える日がない。 1 － 2 － 3 － 4 － 5

20 他人との間に壁をつくっている。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

21 人間関係をわずらわしいと感じる。 5 － 4 － 3 － 2 － 1 ．

22 自分は他人に対してこころを閉ざしているような気がする。 5 － 4 － 3 一一一 2 － 1

23 自分は一人ぼっちだと感じる。 5 － 4 － 3 －－－ 2 － 1

24 私は人を信用していない。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

25 友達と一緒にいてもどこかさびしく悲しい。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

26 友達と賭をしていても全然通じないので絶望している｡ 5 －－－－ 4 － 3 － 2 － 1

27 他人に対して好意的になれない。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

28 相手に気を配りながらも自分の言いたいことを言うことができる。 5 － 4 － 3 － 2 一 1

29 自分の納得のいくまで相手と話合うようにしている。 5 － 4 3 － 2 － 1

30 疑問だと感じたらそれらを堂 と々言える。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

31 友達と真剣に話合う。 5 －－－ 4 ‐－－－ 3 －－－ 2 －－－ 1

32 人前でもこだわりなく自由に感じたままをいうことができる。 5 － 4 － 3 － 2 － 1 ．

33 人までもありのままの自分を出せる。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

34 自主的に友人に話しかけていく。 5 － 4 － 3 2 － 1

35 人から何か言われないか, 変な目で見られないかと気にしている。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

36 人に対して, 自分のイメージを悪くしないかと恐れている。 5 4 － 3 － 2 － 1



資料②

そう思わない子弓里弓 1 -, 畳かI_， 子弓里お左い
どちらかというと どちらとも どちらかというと

そう思う

3 今, あなたにとって最も気になっていることはなにですか｡次の中から選び番号にO印をつけてください。

①学習について ②成績について ③試験対策について ④将来の目標について ⑤志望校の選び方について

⑥就職について ⑦友人関係について ⑧異性の友人関係について ⑨クラスについて ⑩部活について ⑪その他

8

〆

得意 ‘ ちょっと得意 ちょっと苦手 苦手2 各項目をよく銃んで, 得意･不得意を答えてください。

1 形や大きさの整った文字を書くのは？ 4 － 3 － 2 － 1

2 文字の書き間違いや書き落としなく, 文章や言葉を書くのは？ 4 － 3 － 2 － 1

3 ｱ ﾙ ﾌ ｱ ﾍ ﾂ ﾄや英語の単語を正確に書くのは？ 4 － 3 － 2 － 1

4 黒板を速く書き写すのは？ 4 － 3 － 2 － 1

5 いろいろな文章をたくさん書くのは？ 4 － 3 － 2 － 1

6 漢字など, 暗記する学習は？ 、 4 － 3 2 － オ

7 人の話を聞き間違いすることなく, よく聞きとることは？ 4 － 3 － 2 － 1

8 大勢の人や教室の中で, 人の話を聞くことは？ 4 － 3 － 2 － 1

9 話し合いの流れをよく理解して, 参加することは？ 4 － 3 － 2 － 1

10
友達や先生の質問に答えたり, 人に話さなければならないことをうまく伝えたりす
ることは？

4 － 3 － 2 － 1

11 漢字や文章を, 醜み間違いなくすらすらと読むことは？ 4 3 － 2 － 1

12 文章に何が書かれているか, 理解することは？ 4 － 3 － 2 － 1

13 ＋, －，×，÷などの計算は？ 4 － 3 － 2 － ．1

14 文字式の計算は？ 4 － － 3 － 2 － 1

15 図形の問題は？ 4 － 3 － 2 － 1

q

l 6 文章問題は？ 4 －－－ 3 ．－－－ 2 －－－ 1

17 手先を使う細かな作業や道具の使用は？ 4 － 3 － 2 － 1

18 ボール運動や縄跳びなどの運動, 道具を使う運動は？ ・ 4 － 3 － 2 － 1

19 ルールのあるゲームや運動は？ 4 － 3 － 2 － 1

20‘持ち物や身の回りを整理整とんすることは？ 4 － 3 － 2 － 1

21 周りの音や人の様子などを気にせず, 集中して活動することは？ 4 － 3 － 2 － 1

22 いろいろなことに, 長時間集中して活動することは？ 4 － 3 － 2 － 1

23 計画的に行動したり, 準備したりすることは？ ・ 4 － 3 － 2 － 1

24 時間や期日を守ることや, 忘れ物をしないことは？ 4 － ’3 － 2 － 1

25 黙って行動したり, じっと我慢したりしていることは？ 4 － 3 － 2 － 1

26 課題や周りのことに関心を向けて『活動することは？ 4 － 3 － 2 － 1

27 その場や相手の雰囲気を察して, 行動することは？ 4 － 3 － 2 － 1

28 表情や言葉から, 相手の気持ちを感じることは？ 4 － 3 － 2 － 1

29 人と会話をしたり, 一緒に行動したりすることは？ 4 － 3 － 2 － 1

30 自分の思いどおりにならなくても, 適切に行動することは？ 4 － 3 － 2 － 1

37 自分が他人の目にどう映るかを意職すると身動きできなくなる。 5 －－－ 4 － 3 － 2 － 1
b

38 他人に自分の良いイメージだけを印象付けようとしている。 5 －－－． 4 3 － 2 － 1

39 無理して人に合わせようとしてきゅう<つな思いをしている。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

40 自分は他人よりおとっているかすぐれているかを気にしている。 5 － 4 3 － 2 － 1

41 人に気をつかいすぎて疲れてる。 5 － 4 － 3 － 2 － 1



、

資料③

第 2 回 定期教育相談事前調査について

第 2 回の定期教育相談は半年を過ぎた 1 1 月 に実施 しますので，

事前調査 は 「学校 生活が充実 しているか」，「対 人関係 に‘悩み を抱い

ていないか」 を調べる学校生活満足度尺度 （河村1 9 9 1 ） で構成 し

た質問紙で行います。

9

学校生活満 足 度尺

高校生が 自分 の 存 在や 行動 が級友 や教師 から承認 さ れ て い るか 否 か を示す

“承認得点”と，不適応感やい じめ．冷やか しなどを受 けているか を示す“被

侵害・不適応得点，，の 2 つの得点から，高校生の学校生 活における満足感を

はかり、 それぞれの得点を全国平均値と比較 して 4 つの群 に分類 する。

学校生活で積極的に活動し認められる'という経験をもてていないと回

時に，クラスメート等との対人関係において苦戦していることも考え

られ，多く支援を必要としている可能性が考えられます。

O 非承認群と侵害行為認知群

○享校生活不満足群

い

が
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１

１

１
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１
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０
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Ｉ

非 侵 害・不適 応 得

0



第2 回定期教育相談事前調査 一 年 一 組 一 番 氏名

10

･学校生活での目標がはっきりしていますか。今，あなたが感じていることを先生に相談してみましょう。
｡第2 回教育相談期間は，1 1 月1 5 日（月）から1 9 日（金）です。時間は放課後になります。
･相談場所，相談担当者は各クラスの担任（副担任）の先生から指示があります。

全くないあ叢りない欝款ときどきあるよくある1 各質問をよく読んで丁寧に答えてください。

資料④

1 私は勉強や運動, 特技などで友人から認められていると思う。 5 － ． 4 － 3 － 2 － 1

2 私はｸ ﾗ ｽ の中で存在感があると思う。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

3 私はｸ ﾗ ｽ や部活動でリーダーシップをとることがある。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

4 仲の良いグループの中では中心的なメンバーである。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

5 私は学校･クラスでみんなから注目されるような経験をしたことがある。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

6 学校生活で充実感や満足感を覚えることがある。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

7 私はｸ ﾗ ｽ で行なう活動には積極的に取り組んでいる。 5 － 4 － 3 一 2 － 1

8 学校内で私を埋めてくれる先生がいると思う。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

9 在籍している学校に満足している。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

､1 0 学校内に自分の本音や悩みを話せる友人がいる。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

11 私はｸ ﾗ ｽ の人から無視されるようなことがある。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

12 私はｸ ﾗ ｽ ﾒ ｰ ﾄから, 耐えられない悪ふざけ･暴力をされることがある。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

13 私はｸ ﾗ ｽ や部活でからかわれたりバカにされるようなことがある。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

14 私は授粟中に発言したり先生の質問に答えたりするとき, 冷やかされることがある。 5 － 4 －－ 3 － 2 － 1

15 私は部活動などの仲間から無視されることがある。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

16 クラスで班をつくるときなど, なかなか班に入れずに残ってしまうことがある。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

17 私はｸ ﾗ ｽ の中で, 孤立感を覚えることがある。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

18 私はクラスの中で浮いていると感じることがある。 ’ 5 － 4 － 3 － 2 － 1

19 私は休み時間などに, 一人でいることが多い。 5 － 4 － 3 － 2 － 1

2 0
私はクラスにいるときや部活をしているとき, 周りの目が気になって不安や緊張を覚
えるときがあるb l

5 － 4 － 3 － 2 － 1



資料⑤

, 具体的内容があれば（）に書いてください。2 ( 1) ～( 4 )の各項目について

（

乱になっている項目の□にチェック つ’

(1 ) 学習について

口 学習する意欲について （

ロ勉強方法について （

口家庭学習について （

ロ部活との両立について. （

ロ 成績について（

□その他 （

ｊ

ｊ

７

）

ｊ

ｊ

0

(2 ) 進路について

口自分の将来の目標について（

口親と卒業後の進路の相談の仕方について（

口志望校の選び方について （

口今の学力と志望校について（

ロその他 （

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

）

(3 ) 人間関係について

口 友人関係について（

口異性の友達について（

□その他 （

）

ｊ

ｊ

(4 ) 塚族について

口家族との会話について（

ロ家族の中での心配事について（

口兄弟姉妹について（

□その他 （

）

ｊ

ｊ

）

) 先生3 学年･部活動の先生など, 担任の先生以外に相談したい先生がいたら先生の名前を書いてください。

1 1



資料⑥

教育相談用カルテ No l l O1 瀬戸内太朗

一 本人 △ 校

実施日 ○年○月○日第1回 教育相談用事前調査

1自己受容

1．自己肯定意識尺度結果
＊印は注意を要する．…1. 2 .3.5は平均値3以下, 4．5は平均値3以上

の平

12

3 . 今, 最も気になっていること 5 志望枝の選び方について

※数値が低いほど苦手にしている

書く

聞く

話す

読む

計算

不注意

多動性

対人関係

園本人
ロ校内

ラフの値 I

2 自己実現的態度

0.0 1．0 2 ．0 3 ．0 4 ．0 5 ．0

2 . 特別支援教育自己評価結果

＊印は注意を要する（3 >）

、ル 釦？
4 自己閉鎖性･人間不信

;3 充実感5 自己表明･対人的積極性

6被評価意識･対人緊張

自己肯定意識 下位成分 本人 校内 全国 校内平均値との差

1 自己受容 14 .0 0 14 .00 15 .8 3 0．0 0

2 自己実現的態度 26.0 0 2 2.67 21. 6 0 - 3.3 3

3 充実感 32.0 0 28.67 24.4 2 - 3.33

4 自己閉鎖性･人間不信 26.0 0 ＊ 2 8.17 19 .8 9 2.17

5 自己表明･対人的積極性 23.0 0 22.33 22.58 - 0 .6 7

6 被評価意識･対人緊張 20.0 0 20.50 2 1. 4 8 0．50

項 目 本人 校内

1 書く 3.3 3 .0

2 聞く 2 .5 ＊ 2 .6

3 話す 3 .5 3 .2

4 読む 4 .0 2.6

5 計算 2 .5 ＊ 2.6

6 不注意 2.3 ＊ 2 .5

7 多動性 3 .7 3 .6

8 対人関係 3 .0 3 .0

＝ … 羅癖露悪雷覇
■
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■
●

e ■ ● ■
◆
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支援・指導の記録
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資料⑦

指導日 事 実 支援b 指導内容



資料⑧

教育相談用カルテ 古仁屋高等学校 資料

＊印は注意を要する｡… 1. 2 . 3 . 5は平均値3以下. 4 .5は平均値3以上

‘実施日 ○年○月○日第1回 教育相談用事前調査

1．自己肯定意識尺度結果

14

※数値が低いほど苦手にしている

多動性

対人関係

不注意

罫
献・
謝
識
瀬

年
年
年

１

２

３

ｚ

回

園

1 1 ．5 2 2 ．5 3 3 ．5 4

自己受容

2 . 特別支援教育自己評価結果

圭鍾~趣.隣
被評価意識･対人緊張 自己実現的態度

自己表明･対人的積極性 充実感

…jﾍー ﾙ 王
自己閉鎖性･人間不信

自己肯定意識 下位成分 ′1 学年 2学年 3学年 全体 全国

1自己受容 15 .00 14 .00 13 .0 0 14．0 0 15 .83

2自己実現的態度 24.00 2 3.00 21. 00 22.6 7 21. 60

3 充実感 29.0 0 31. 50 25.5 0 28.67 24.4 2

4自己閉鎖性･人間不信 28.0 0 ＊ 3 0.5 0 ＊ 26.0 0 ＊ 28.17 ＊ 19 .8 9

5自己表明･対人的積極性 24.50 25.0 0 18 .5 0 ＊ 22.33 22.5 8

6 被評価意識･対人緊張 24.00 ＊ 19．0 0 18 .5 0 20 .5 0 21. 4 8

項 目 学年 やや苦手 苦手

1 書く
6項目

1
2
3

･1

2
2

0
2
3

2 聞く
2項目

1
2
3

1
2
2

0
0
1

3 話す
2項目

1
2
3

0
0
0

0
1
1

4 読む
2項目

1
2
3

0
0
0

1
2
2

5 計算
4項目

1
2
3

1
2
1

1
2
5

6 不注意
8項目

1
2
3

2
4
5

2
2
3

7 多動性
3項目

1
2
3

0
0
0

0
0
0

8 対人関係
3項目

1
2
3

2
3
4

0
0
0
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3. 今, 最も気になっていること

資料⑨

1年 2年 3年 全体 割合

1 学習について

2 成績について

0 人

0 人

0 人

0 人

0 人

0 人

0 人

0 人

0．0 0％

0 .00％

3 試験対策について 0 人 0 人 0 人 0 人 0 .0 0％

4 将来の目標について 0 人 0 人 0 人 0 人 0．0 0％

5 志望枝の選び方について 1 人 2 人 2 人 5 人 83.33％

6 就職について 1 人 0 人 0 人 1 人 16 .67％

7 友人関係について 0 人 、 0 人 0 人 0 人 噸

8 友人関係について 0 人 0 人 0 人 0 人 0 .0 0％

･9 クラスについて 0 人 0 人 0 人 0 人 0.00％

10 部活について 0 人 0 人 0 人 0 人 0.00％

11 その他 0 人 0 人 0 人 0 人 0.0 0％



資料⑩

第 1 回 定期教育相 談事前調査 〔特別支援 教育関係〕 結果の 見方

＆

1 それぞれの項目をよく読んで, 現在の自分にとって最もふさわしい
＝ところの番号にO印をつけてください。

そう思うどちらかというと鴬譲 雲雛濫そう思わないそう思う

岩駕 ;駕 駕蓋砺
４

－

４

2 13５

－

５

個人が選択した1 ～4 の累計を示します。

各項目の 1 ～4 の選択者数の累計を示します。
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資料⑪‘

教育相談用カルテ

31. 22

1 7

第2回 教育相談用事前調査 学校生活満足度尺度 実施日○年○月○日

20 .23全 国 平 均

32.2 9 28 .71校 内 平 均

N◎ 氏 名 承麗得点 被侵害･不適応得点 群

110 l 瀬戸内太朗 37 38 侵害行為認知群

1102 瀬戸内純太朗 36 15 学校生活満足群

110 3

1 10 4

110 5

110 6

110 7

110 8

110 9 、

111 0

111 1

111 2

111 3

111 4

111 5

111 6

111 7

111 8

111 9

112 0

．1 12 1

112 2

112 3

112 4

112 5

112 6

112 7‘

112 8

･112 9

113 0

113 1

113 2

113 3

113 4

113 5

113 6

113 7

113 8

113 9



資料⑫

古仁屋高等学校 資料教育相談用カルテ
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第2回 教育相談用事前調査 学校生活満足度尺度 実施日 ○年○月○日

･学校生活満足群：承認得点が33点よりも高く, 被侵害q不適応得点が22点より低い生徒の群

･侵害行為認知群：承認得点が33点より低く, 被侵害･不適応得点が22点よりも低い生徒の群

･非承認群：承認得点が33点より高く, 被侵害･不適応得点が23点よりも高い生徒の群

･学校生活不満足群：承認得点が33点よりも低く, 被侵害･不適応得点が22点より高い生徒の群

言･承認得点

自分の存在や行動を友人や教師から承認されているという意識が強いと得点が高し紅

･被侵害･不適応得点

からかいや無視などのいじめ行為に対する被侵害感や学校生活になじめない不適応感が示される

国承認得点圏被侵害･不適応得点

学年別 承認平均得点-被侵害･不適応平均得点

010 .0 0 1 5．0 0 2 0.0 0 2 5．00 3 0 .0 0 3 5．0 0 4 0．0 0 4 5.0 0 5 0．0

3年

1年

2年

平均 値 1年 2年 3年 全体

承認得点 30.33 37.00 30.50 3 2.29

被侵害･不適応得点 30 .33 27.50 27.5 0 28.71

4つの群 1年 2年 3年 全体 割合

学校生活満足群 1 人 1 人 1 人 3 人 42.86％

侵害行為認知群 1 人 1 人 0 人 2 人 28.57％

非承認群 0 人 0 人 0 人 0 人 0 .00％

学校生活不満足群 1 人 0 人 1 人 2 人 28.57％



資料⑬

学 年 別 集 計 結 果 表

12 私はクラスメートから. 耐えられない悪ふざけ･暴力をされることが
ある。

至孝竺葺雪:i==;t＝』
1 各質問をよく読んで丁寧に答えてください。

全くもいあ霞りない帝瀦やときどきあるよくある
1年 3 6 1 0 5 0
2年 3 0 4 1 0
3年 3 4 3 0 0

’私は勉強や運動,特技などで友人から露められていると思う。 1 年’

空
群

１
－

１

全くないあ霊りない 鴇溌 ときときあるよくある
9 1 5 2 6一 一
3 7 2 0ー ＝
3 1 4 2 0 ー

2 私はクラスの中で存在感があると思う。 1年｜

雲

11 私はｸ ﾗ ｽ の人から無視されるようなことがある。

全く憩い ‘'いf 鳥謝ときときあるよくある
1年 1 4 1 5 2 3 4 3

2年 7 1 1 1 4 3 5
3年 6 1 2 1 5 1 1 1

3 私はクラスや部活動でリーダーシップをとることがある。

全く窓い ‘ないf 識やときどきあるよくある
3 1 1 1 1 5 0 2

2 3 0 6 3 1 0
3 3 6 5 3 1 0

全く通いあまり種い鴇溌と誉ときあるよくある
1年 1 1 8 3 4 4 2
2年 5 5 2 5 5 0
3年 3 1 0 2 6 5 1

4 仲の良いグループの中では中心的なメンバーである。

1o 学校内に自分の本音や悩みを諸せる友人がいる。

全く職いあまりないt 諾やときと書あるよくある
1年 1 2 1 3 2 3 5 6
2年 7 4 1 8 8 3
3 7 1 2 1 4 1 1 1

5 私は学校･クラスでみんなから注目されるような経験をしたことがあ
る。

亙翻
雨

全くないあまりないf 諾常ときど書あるよくある
1年 9 1 0 2 3 1 3 4
2年 4 7 1 2 1 1 6
3年 2 5 6 2 1 1 1

6 学校生活で充実感や満足感を覚えることがある。

全く聡いあ譲り通いf 誌やときときあるよくある
3 9 2 2 1 2 1 3
5 2 1 0 1 2 1 1
1 3 1 0 1 4 1 7

全くないあ‘' ･いf I鞠 と誉と書あるよくある
1年 2 1 1 2 5 1 5 6
2年 3 3 1 2 9 1 3
3年 0 7 9 1 8 1 1

7 私はｸ ﾗ ｽ で行なう活動には積極的に取り組んでいる。

圃
頑
雨

全くないあまりない常識やときときあるよくある
1年 3 8 3
2年 2 1 4
3年 2 5 1 1

8 学校内で私を認めてくれる先生がいると思う。

9 在鯖している学校に満足している。
全くないあまり職い鵠謙と書と書あるよくある

1 1 6 2 5 1 0 7
2 1 2 9 8 9
0 3 7 1 7 1 8

19



資料⑭

6
1

｜

鰯 ii'|ときどきある|よくあるあまりない

1 6
1 0
1 2

1 全くない’
1年’ 3 0

霜二二二雲1
10 113 私はクラスや部活でからかわれたりバカにされるようなことがある。 ２

－

３
－

１

1
0
1

５
－

３

副一
別

2O 私はｸ ﾗ ｽ にいるときや部活をしているとき, 周Iﾘの目が気になって
不安や緊張を覚えるときがある。

鴬謡と誉と書あるよくある
1 0 3 0

5 1 0

3 1 0

あまりない封一銅
苓

全くないあまりない漁諦ときときあるよくある
1年 2 4 1 3 1 3 6 3
2年 2 0 7 6 5 2
3年 2 8 1 3 1 3 0

14 私は授業中に発言したり先生の質問に答えたりするとき, 冷やかさ
れることがある。

呼一
塗
奔

Ⅲ－
９’
７

19 私は休み時間などに, 一人でいることが多い。
全く窓いあ却耀いf 識やときときあるよくある

1年 2 6 1 0 1 5 6 2
2年 1 6 8 7 6 3
3年 1 5 1 7 8 3 2

全くもい ‘通いf 識＃ときときあるよくある
1年 4 4 7 6 0 2
2年 3 5 3 2 0 0
3年 3 8 6 1 0 0

15 私は部活動などの仲間から無視されることがある。

2 0

全く愁い ‘ない鴬諾ときときあるよくある
寡 至 り一 一 ー2年 2 8 7
3年 2 6 1 1

泌一
旧一
幻

16 クラスで班をつくるときなど, なかなか班に入れずに残ってしまうこと
・ がある。 い

3
1

胆－
７－
８

全くないあ譲りない 鰯 需と害と書あるよくある
1年 2 6 1 3 1 1 6 3
2年 2 5 8 5 2 0
3年 2 7 9 6 2 1

17 私はクラスの中で, 孤立感を覚えることがある。

墜
奔一
拝

鵠溌ときときあるよくある
1 2 6 3
1 1 1 2

5 4 1

全くない ｜ あまりない

18 私はｸ ﾗ ｽ の中で浮いていると感じることがある。
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資料⑮

2 最も気になっている項目の集計結果 ※値は人数を示す

3年

（1）学習について

口学習する意欲についで一 … … - - -- - -- -

口勉強方法について ‐- - -- -- - -- - - - - -‐

口家庭学習について ‐- -一 一一 一 一一

口部活との両立についで-- - - - - - - ---- - - -‐

口成績について- - - ----- - ---- - - - -- - - --‐

□その他

2年1年

計3年2年1年

（2）進路について

口自分の将来の目標についで- -- - - - --- - - - -

口親と卒業後の進路の相談の仕方について

口志望校の選び方について 一 - - - -- - -‐

口今の学力と志望校について-- - - - - - - - - - - -‐

□その他

計3年2年1年

計3年

（3）

□

人間 関1ジ

口友人関係について

口異性の友達について

□その他 一- - --- -- -‐

計

2年1年

（4）家族について

口家族との会話について 一一

口家族の中での心配事について

口兄弟姉妹について －－－－

□その他 一一 - - - -- - - -

2 1

2 4 0 6

1 1 3 5

5 1 3 9

15 8 3 26

1 2 5 8

3 0 17 6 53

1 3 1 5

14 12 3 29

12 7 1 20

8 3 0 11

9 5 2 16

0 4 1 5

18 10 2 3 0

9 7 0 16

6 4 3 13

12 4 3 19

16 12 7 35

3 3 0 6



資料⑯

く 教育相 談事 後 シー ト ＞

・氏名 ･担 当 した 生徒 年 組〔 名〕

22

※お忙しいところすみませんが，○月○日までに○○の B O X に入れてください。

相談で最も多かった内容と次に多かった内容の番号を選んでください。

①学習について ②成績について ⑧試験対策について

④将来の目標について ⑤志望校の選び方について ⑥就職について

⑦友人関係について ⑧異性の友人関係について ⑨クラスについて

⑩部活について ⑪その他

．最も多かった内容 〔 〕 ・ 次に多かった内容 〔 〕

、1

相 談の中 で 印 象 に残 った内容が あり ま した ら記 入く だ さ い。2

5

気がか りな 生 徒の中で, 特別な支援・指導が 必要で あ る と思 われ た生 徒 （特

別支援教 育 の対 象） がいま したら記入く ださ い。

3

教育相 談 に お いて, 教 育相 談係に伝 えた い こと，学 校 全 体 で 検 討 した い こと

などが あ り ま した ら記 入く ださい。 ．

4 気が か り な 生 徒 の 中 で, 緊 急 に 対 応 を検 討 した 方 が 望 ま しい と 判 断 さ れ た

生徒 が い ま した ら記 入く だ さい。

生徒 名 気 が か り な と ころ

生徒名 気がかりなところ



資料⑰

事例検討会の進め方

事例検討会の目的

『事例検討会』は、生徒の学校や家庭の様子等の実態に基づいて課題

の背景や原因を探り、ニーズに応 じた適切な指導や支援 を検討 してい

くものです。

事例検討会を進める上で気をつけることは？

・参加者 は、 事前 に、 確認 したいこと、 気になること等 をメモする。

．好ま しい結果に結 びついた指導や支援 を参考に して、協力 できる事項

を考える姿勢 で参加 する。

・長所に焦点をあてた生徒理解を進める。

全職員で指導や支援を検討できようになる！

重具体的にどう指導や支援をしたらいいの？
唾この指導や支援でいいの？
｡もっといい指導や支援の方法があるのでは？

驚謹蝋&厚憾?黛
皇他の先生ともっと話し合いたいけど？

i 幣例捕凋に良ゥI 、二‘ﾉ）

；よう／聯 牌 ．W' 鮒 削、｛§宏

団 ，解約が期W 錨 、きめ

；鞭か欄 箭報や 剛 ‘を術う

；二と臆っ/ lljIル1i ）j ﾐー 1．
.
命令

事例検討会のメリット

戸,●~ｺナ

必

… … 幸… 』uu制戸狸､韓イー ロ画菅･号二三…ﾃ 2ー…麦 弄 き 一博韓草一 心… … 伺斗難､… …､－ …や－幽騨宰申綱一 興型誼吻"b写凸｡… 芯聴仏&口笛幽阜画＝単… ＝ －哩坪… 色畢 幽… …．u琴山虫璽=ゅb薯咽頭＝ 睡画等準画垂頻一画車蝉琴… " 毎画… 画一 ､唾a画塑画…ご画… 血ヱエュ

特別な支援を必要 としている生徒については、 実態や課題等を踏 ま え、 全教

職員 が指導や支援 につ い ての共通理解を図り、 全校 体制 で支 援 を す る こ とが

大切 です。 そ の 際、 校 内 で事例検 討会を実施 す ること に より、 多 面的 な 生徒

の理解 に基づく、 き め細 かな指導や支援を行 うことが できます。

2 3



事例検討会の進行～ インシデント・プロセス法を参考にした事例検討会～

事例検 討‘会 で は、 実 践 した指導や支援を評価 す る こと も 大切 です

事例提供者 からの短 い象 徴的 な出来事 （イ ンシデ ント） に対 して、 参加 者 が

質問することによって、 事例の概 要を明らかに しなが ら、 問題 の原 因と 具体

的な対応 を検討 していく 方法です。一つの事例 を参加 者 が共 有 して考 えるこ

とができるの で、 具体的 な指導や支援に結 びつけやす い利 点 が ありま す。

進め方及び留意点＞

① 事例提供者が事例を発表する

l罵聯識議難癖
＜

。（代 表 者 が グル ー プ の） 意 見 を発 表

※事例提供者の意見を裁いたり，価値観や感情を押しつけたりすること

がないようにします。

・事 例 提 供 者 か ら の 感 想 や 意 見

・指 導 助 言 者 か ら の ア ドバイ ス や 所 見 （必 要 に 応 じて）

②

、

参 者 が 質 問 す （事 例 一の 月確 化）

や 支援 をまと める

．もう少 し情報が欲 しいところを質問
"｡.ー ……一一・・ー 一 一 ~ー ー －－ . ~… 一･･……･…･… 一 ………･……･…一 一 …｡｡…… … 一 ~ ~……ー … … =……｡｡一 ~… …･･･……･… ……………… 一 一 ・………甲･~一重……一 一 … …………一 一 ……… …･………可

：＜留意点＞

；・質問は一問一答形式で具体的な内容を聞くようにします。

：．事例の事実について質問し、事例提供者を責めるよ う虹質問はしな！

； いようにします。また，ここでは意見を言わないようにします。
i ：
;・実際の事例を扱うため、個人のプライバシーには十分配慮します。！
｡ … －－－－－－－－－－－－ －－－，－－－．-－－－－－－－－_‐‐‐‐- - - ニニーーー言ニーーーーニ三ﾆ ｰｰｰｰｰニーーーー舌ﾆﾆﾆｰｰｰｰｰﾆﾆ含圭言＝言ニーニーーーーーーーニー冒冒＝三＝こ＝冒冒＝＝＝ニー:ニー‐‐‐‐‐‐‐_三＝三圭昔＝＝＝＝告＝＝＝冒一ニーー昌舎こ＝ニニニニニニ事ニニ｡o丘今?ニーニー管＝’こら’寺圭冒冒二：冒舎一二言二言一言一言一一一？- - - -‐- - - - - - - - - -‐輩一一号一一三一一一一三二号一一一- - - - - -言ﾆﾆｰｰｰｰｰニーニーー三二三三二二=- - - - ？

③
、
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
皿
Ｖ
④

24

や支援を考える （個人二グループ＝>全体）指
、

参加者 一人 で （時間がなけれ ば省略）

3 ～ 5 人 の グループで一人ひとりが今 後の方 向性 につ いて意

見を出 し合う

●

●

指



事 例 検 言寸会 記 録 用 糸氏

25

資料⑱

事例 提 供 者

対象生徒名

氏名 男 ・ 女 年

組

事例内容

(メモ欄）

経緯 ．

今後

質 問

( 知りたい情報）

他 者 か らの 質問

( 追加 情報 のメモ

欄）

考 えられる支 援 や

意 見

( 私 見）

､支 援方針

( グ ル ー プの まと

め）

今後の支援方 針の

具体策

( 全 グルー プ発表

内容）

､ ①

備考欄 9 ■
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